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萌芽期の早春施肥で１番草収量ＵＰ！

１番草の収量確保には「萌芽期」の施肥がベスト

１番草は、１年間で確保できる牧草の概ね50％を占め、栄養価が高く、嗜好性が

良いことから、いかに「量」をとるかが重要です。「量」を多くとるには、牧草が萌芽し

たタイミングで施肥することがポイントです。

1番草の収量を増加させるためには、有穂茎の

発生を多くすることが重要です。

牧草の「萌芽期」に施肥すると有穂茎が多くなり、

１番草の収量が最大になります。

牧草の「萌芽期」とは、日平均気温５℃に達する

頃であり、圃場全体の40～50％が緑化する頃

のことをいいます。 図１「萌芽期」の草地
（八幡平市R７年３月下旬）

牧草の「萌芽期」は３月中旬～３月下旬（奥州・一関地域）

それでは萌芽期はいつ頃なのか？ 気象データ（アメダス）を参照すると、表１に示す

時期には萌芽期に到達すると推測されます。

ただし、江刺の例をあげると、2026年２月は直近５年間の日平均気温より高温で推

移しているため、萌芽期は早まる可能性があります！今年はより早く！施肥すること

をおすすめします！

地域 萌芽期の目安

江刺 3/11～3/21

若柳 3/11～3/21

一関 3/10～3/21

千厩 3/11～3/16

大船渡 3/6～3/11

表：直近５年間の日平均気温から
見た萌芽期の目安

グラフ：２月の日平均気温（江刺）

２月末時点で既に５℃以上に
到達している！



お問い合わせ：奥州農業改良普及センター0197-35-8451/一関農業改良普及センター0191-52-4961
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「萌芽期」施肥の効果実証試験 （八幡平市での実証例）

昨年、八幡平市内のオーチャードグラス主体の草地で実施された実証試験では、萌

芽期に施肥した実証区の牧草収量（乾物収量）が486kg/10aと最も多く、これより

施肥時期が遅れるほど牧草収量が減少していくことが確認されました。
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グラフ：早春施肥の時期の違いによる牧草収量（乾物）

１か月の施肥の遅れが10a当たりロール１個の差（120cm直径、乾物60%程度）

早春施肥は圃場が乾燥し「トラクターが侵入しても草地を傷めない」状態である

ことを確認してから施肥を実施しましょう。

留意点「焦りは禁物！」

【実証試験の内容】 この実証試験は、早春施肥を３月28日（根雪消失直後）から１週間間隔で「草地化成211」を50kg/10a施肥し、
出穂期に１番草の収量調査を実施した結果です。なお、圃場が乾燥しトラクターが圃場に入れた時期(3/28)から実証したもの。
※全実証区ともに5/19が出穂期でした
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